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２.まとめ：考察と課題

考察
◆配付方法：学務システム（~2020）登録住所→時報発送先（2021～）とした。
未達は減少したが回答率は減少している

◆回答率が昨年度7.0%から5.8％とさらに減少し、未だ低い水準のため東北学
院同窓会との連携や、卒業後も情報発信を行う手段の検討（生涯メールアドレ
スやSNS等利用等）が課題となる。

◆社会で活躍するために必要と考える知識・能力としてコミュニケーション力、
幅広い知識・教養、課題発見・解決力に、論理的思考力で50％を超えるよう
になった。進路・就職先への学修成果調査で企業が求める力と近い数値となる。

◆大学で身につけることができた知識・能力は、「専門分野に関する知識や技
能」、「他者と協力して物事を遂行する能力」を選択している回答が多い。

◆教育課程の順次性・体系性については卒業後の実感している割合が在校生調
査より高めの評価結果となった。これは大学における教育・研究の成果を社会
人となり理解し、実践に活かす証左となる。
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２.まとめ：考察と課題

課題

◆設問８「東北学院大学のキリスト教学や礼拝による人格教育が現在の生活に
繋がっていると感じていますか」について、「感じている」と回答する割合
が54.3％であった。建学の精神及びDP１の認知・理解・体現は、卒業後３
年ではまだ実感しにくい傾向にある。

◆東北学院を表すイメージする言葉へは「地の塩、世の光」「特になし」が多
い。（他の調査と併せて別途報告）

◆今後、卒業後３年調査のみではなく、東北学院大学の教育・研究の継続的な
改善には、収入等も含めた３年後以降の追跡調査が必要となる。そのため、
回答率向上のために同窓会とも連携した取り組みを組織的に行いたい。
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